
図1世界の漁業生産（万t)

東京大学名脊教授 月尾 嘉男
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か
つ
て
日
本
は
漁
業
大
国
で
、
戦
後
か
ら
一

九
九

0
年
ま
で
は
世
界
最
大
の
漁
業
生
産
国
家

で
あ
っ
た
。
そ
の
四
十
年
間
は
世
界
の
漁
獲
の

一
五
％
前
後
を
占
有
し
て
い
た
が
、

一
九
九
五

年
頃
か
ら
中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
漁
獲
が
急

速
に
増
大
し、

最
近
で
は
中
国
が
世
界
の

一
七

％
の
漁
獲
で
断
然
一
位
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
七

％
で
二
位
に
な
り
、

日
本
は
全
体
の
三
％
で
世

界
八
位
前
後
を
低
迷
し
て
い
る

（図
1
)
う
え
、

世
界
二
位
の
輸
入
大
国
で
あ
る
。

中
国
な
ど
の
躍
進
の
結
果
、
世
界
全
体
の
養

碩
を
除
外
し
た
漁
業
生
産
は

一
九
六

0
年
代
の

三
0
0
0
万
ト
ン
か
ら
最
近
で
は
七
倍
の
九
〇

0
0
万
ト
ン
に
な
り
、

一
部
の
魚
類
は
絶
滅
さ

え
心
配
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

「江
差
の

五
月
は
江
戸
に
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ

っ

た
。
北
海
道
の
江
差
な
ど
で
は
大
量
の

ニ
シ
ン

の
漁
獲
に
よ
り
繁
栄
し
た
こ
と
を
表
現
し
た
言

葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
急
速
に
減
少
し
、
現
在

で
は
皆
無
と
い
う
状
態
で
あ
る

（図
2
)。

図2北海道ニシン漁獲高（万t)
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こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
、
漁
業
に
巨
大

な
変
化
が
登
場
し
て
い
る
。
養
殖
の
比
率
の
急

増
で
あ
る
。

一
九
六

0
年
代
に
は
世
界
の
養
殖

の
漁
獲
は
無
視
で
き
る
程
度
の
少
量
で
あ

っ
た

が
、
一
九
八

0
年
代
か
ら
次
第
に
増
加
す
る
一

方
、
そ
の
時
期
か
ら
漁
船
が
海
洋
や
湖
沼
な
ど

で
操
業
す
る
漁
獲
は
頭
打
ち
に
な
り
、
現
在
で

は
養
殖
が
五
四
％
と
半
分
以
上
に
な
っ
て
い
る

（図
3
)。
穀
物
に
お
け
る
採
集
か
ら
農
耕
へ
の

変
化
と
同
様
の
経
緯
で
あ
る
。

漁
獲
を
上
回
る
養
殖

図3世界の漁業と養殖の推移 （万t)
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こ
の
漁
獲
か
ら
養
殖
へ
と
い
う
変
化
は
持
続

し
て
魚
介
を
供
給
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
重

要
で
、
す
で
に
か
な
り
の
魚
種
が
養
殖
に
よ
っ

て
市
場
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
の
養
殖

の
比
率
を
紹
介
す
る
と
、
藻
類
で
は
全
体
で
八

0
％
が
養
殖
で
、
ノ
リ
は
全
量
、

コ
ン
ブ
は
四

0
%
、
貝
類
で
は
養
殖
は
全
体
で
五

0
%
、
カ

キ
は
全
量
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
は
四

0
%、
魚
類
は

＿0
％
程
度
で
あ
る
が
、
ブ
リ
は
六

0
%、
マ

ダ
イ
は
八

0
％
と
い
う
高
率
で
あ
る
。

養
殖
の
最
大
の
貢
献
は
数
量
も
価
格
も
安
定

し
て
市
場
に
供
給
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
今
年

は
養
殖
魚
種
で
は
な
い
サ
ン
マ
が
深
刻
な
不
漁

で
価
格
が
高
騰
し
て
話
題
に
な

っ
た
。
近
年
に

な
り
台
湾
や
中
国
が
公
海
で
大
量
に
水
揚
げ
し

て
い
る
こ
と
も
影
魯
し
て
い
る
が
、
過
去
の
乱

獲
に
よ
り
資
源
そ
の
も
の
が
減
少
し
て
い
る
た

め
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
十
年
前
に
は
資
源
総

量
の
推
定
は
三

0
0万
ト
ン
程
度
で
あ

っ
た
が
、

最
近
で
は
一

0
0万
ト
ン
前
後
で
あ
る
。

漁
船
に
よ
る
漁
獲
以
上
に
生
産
す
る
よ
う
に

な
っ
た
蓑
殖
は
魚
介
を
持
続
可
能
な
資
源
に
す

る
と
い
う
視
点
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
養

殖
に
も
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
海
洋
で
は
稚
魚

の
大
半
は
成
魚
の
エ
サ
と
な

っ
て
い
る
が
、
蓑

殖
で
は
生
育
段
階
ご
と
に
別
々
の
生
管
で
飼
育

さ
れ
る
た
め
歩
留
ま
り
が
向
上
し
て
生
産
過
剰

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
価
格
が
低
迷
し
、
消
費

す
る
立
場
か
ら
は
結
構
で
あ
る
が
、
生
産
が
持

続
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。

養
殖
で
は
生
育
を
加
速
す
る
た
め
エ
サ
が
過

剰
に
投
与
さ
れ
、
摂
取
さ
れ
な
か

っ
た
エ
サ
が

海
中
や
海
底
に
蓄
積
し
て
水
質
汚
染
を
も
た
ら

す
し
、
限
定
さ
れ
た
面
積
の
生
管
で
成
長
さ
せ

る
た
め
、
病
気
の
予
防
の
た
め
の
抗
生
物
質
な

ど
水
産
用
医
薬
品
が
使
用
さ
れ
、
魚
類
の
体
内

に
残
留
す
る
と
い
う
問
顆
も
あ
る
。
さ
ら
に
現

在
の
養
殖
の
生
箸
に
は
捕
獲
し
た
天
然
の
稚
魚

を
放
流
す
る
が
、
そ
の
乱
獲
に
よ
り
天
然
の
資

源
が
減
少
す
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

完
全
養
殖
の
登
場

こ
の
最
後
に
紹
介
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
技
術
が
今
回
紹
介
す
る
「
完
全
養
殖
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
稚
魚
を
水
中
か
ら
捕
獲
し
て
生

管
で
成
長
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
成
魚
か
ら
魚

卵
を
採
取
し
て
人
工
孵
化
さ
せ
、
そ
れ
を
成
長

さ
せ
た
成
魚
か
ら
採
卵
し
て
再
度
成
長
さ
せ
る

と
い
う
循
環
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
要
約

す
れ
ば
外
部
の
水
中
か
ら
稚
魚
を
採
取
す
る
こ

と
な
く
、
永
続
し
て
魚
類
を
人
工
環
境
で
飼
育

で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
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す
で
に
サ
ケ
、
コ
イ
、
エ
ビ
、
ナ
マ
ズ
、

ダ
イ
、
ト
ラ
フ
グ
で
は
技
術
が
確
立
さ
れ
、
実

際
に
完
全
養
殖
で
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
難
関

は
ク
ロ
マ
グ
ロ
で
あ
っ
た
。
世
界
の
海
洋
に
は

ク
ロ
マ
グ
ロ
、
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
、
メ
バ
チ
マ
グ

口
、
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
、
ビ
ン
チ
ョ
ウ
マ
グ
ロ
の

五
種
が
生
育
し
て
い
る
が
、
も

っ
と
も
高
価
な

種
類
が
太
平
洋
に
広
範
に
生
育
し
、
大
物
で
は

重
量
五

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
る
ク
ロ
マ
グ

口
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ま
で
大
量
に
捕
獲
し
て
き
た

結
果
、
急
速
に
資
源
が
減
少
し
た
た
め
、
一
九

九
0
年
代
か
ら
国
際
会
譜
で
漁
獲
の
規
制
を
す

る
動
向
が
顕
著
に
な

っ
て
き
た
。
二

0
0
九
年

に
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
野
生
生
物
の
国
際
取

引
に
つ
い
て
規
制
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
対

象
に
す
る
か
ど
う
か
ま
で
語
論
さ
れ
た
。
こ
れ

は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
二

0
一
四
年
に
は
国

際
自
然
保
護
連
合
が
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
絶

滅
危
惧
の
対
象
に
し
た
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖

日
本
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
世
界
最
大
に
消
費
し

て
い
る
国
家
で
、
最
近
で
こ
そ
世
界
の
二

0
%

程
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
資
源
枯
渇
の
観
点
か

ら
供
給
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
な
問
頼
だ マ

と
い
う
認
識
か
ら
、
近
畿
大
学
が
一
九
七

0
年

か
ら
完
全
養
殖
の
研
究
を
開
始
し
た
。
し
か
し

マ
グ
ロ
の
稚
魚
は
皮
膚
が
脆
弱
で
、
わ
ず
か
な

刺
激
で
も
死
亡
し
、
ま
た
高
速
で
遊
泳
し
て
い

な
い
と
死
亡
し
て
し
ま
う
と
い
う
性
質
か
ら
研

究
は
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
。

よ
う
や
く
研
究
開
始
か
ら
三
十
二
年
が
経
過

し
た
二

0
0
二
年
に
完
全
養
碩
が
実
現
し
、
翌

年
に
は
文
部
科
学
省
の
「
ニ
―
世
紀
C
O
E
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
採
択
さ
れ
、
研
究
が
継
続
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
は
当
然
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
の

マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
、

N
H
K
の

「プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

x」
や
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

の
番
組
に
な
る
ほ
ど
の
話
題
と
な
り
、
様
々
な

表
彰
を
受
賞
す
る
快
挙
と
な
っ
た
。

し
か
も
研
究
と
し
て
成
功
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
近
畿
大
学
と
豊
田
通
商
が
共
同
で
稚
魚
を

幼
魚
に
育
成
す
る

「
ツ
ナ
ド
リ
ー
ム
五
島
」
を

設
立
し
、
長
崎
の
五
島
列
島
に
広
大
な
養
殖
施

設
を
建
造
し
た
結
果
、
稚
魚
の
生
存
割
合
が
従

来
の
三
％
か
ら
三
五
％
に
一
気
に
増
大
し
、
ニ

0
二
0
年
ま
で
に
稚
魚
を
毎
年
三

0
万
尾
、
成

魚
を
毎
年
六

0
0
0
尾
生
産
し
、
国
内
だ
け
で

は
な
く
、
世
界
に
輸
出
す
る
計
画
が
進
行
し
て

い
る
。

こ
の
完
全
養
殖
の
ク
ロ

マ
グ
ロ
は
そ
の
ま
ま

販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
に
広
範
に
認

知
し
て
も
ら
う
目
的
で
、

二
0
一
三
年
四
月
に

大
阪
駅
北
の
建
物
内
部
に
和
歌
山
県
や
サ
ン
ト

リ
ー
な
ど
と
連
携
し
て
近
大
マ
グ
ロ
を
は
じ
め

と
す
る
養
殖
の
魚
介
を
材
料
と
す
る
魚
料
理
店

「近
畿
大
学
水
産
研
究
所
」
を
開
店
し
、
同
年

十
二
月
に
は
東
京
の
銀
座
に
も
同
名
の
店
舗
を

開
店
し
て
い
る
。
筆
者
も
食
事
を
し
た
が
、
天

然
と
区
別
が
つ
か
な
い
美
味
で
あ
っ
た
。

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
完
全
養
殖

ク
ロ
マ
グ
ロ
と
同
様
の
境
遇
に
あ
る
の
が

二

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
で
あ
る
。
蒲
焼
き
は
日
本
で
愛
好

さ
れ
る
伝
統
料
理
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
国
内

で
捕
獲
さ
れ
る
天
然
の
成
魚
は
一
％
に
も
な
ら

ず
、
三

0
％
は
養
殖
、
七
0
％
は
中
国
と
台
湾

か
ら
の
輸
入
で
あ
る

（図
4
)。
養
殖
は
稚
魚

で
あ
る
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
を
捕
獲
し
て
生
育
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
も

急
速
に
減
少
し
て
価
格
が
高
騰
し
は
じ
め
、
こ

の
十
年
で
十
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
絶
滅
す
る

と
心
配
さ
れ
、

二
0
一
三
年
に
は
日
本
の
環
境

省
が
「
絶
滅
危
惧
ー

B
類
」
に
指
定
し
、
翌
年

に
は
国
際
自
然
保
護
連
合
が

「絶
滅
す
る
危
険
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性
が
高
い
絶
滅
危
惧
種
」
に
指
定
し
た
。
さ
ら

に
二

0
一
八
年
に
は
前
出
の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約

に
よ
り
流
通
規
制
を
す
る
か
ど
う
か
検
討
さ
れ

は
じ
め
た
。
今
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
条
約
締

約
国
会
議
で
は
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
早

晩
、
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

品
薄
の
う
え
に
流
通
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
国
民
の
好
物
が
食
卓
か
ら
消
滅
す
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
と
危
惧
さ
れ
、
す
で
に
一

九
七

0
年
代
か
ら
完
全
養
殖
の
検
討
が
開
始
さ

れ
た
。
こ
れ
も
ク
ロ
マ
グ
ロ
と
同
様
に
、
成
魚

図4ニホンウナギの国内生産と輸入（万t)
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肉
食
に
逆
転
さ
れ
た
魚
食

か
ら
受
精
し
た
魚
卵
を
採
集
し
、
そ
れ
を
孵
化

さ
せ
て
幼
生
に
し
、
稚
魚
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
か

ら
成
魚
に
育
成
さ
せ
、
再
度
、
そ
の
成
魚
か
ら

魚
卵
を
採
集
す
る
と
い
う
循
環
を
実
現
す
る
こ

と
で
あ
る
。

研
究
開
始
か
ら
約
四
十
年
の
悪
戦
苦
闘
の
結

果
、
二

0
1
0
年
に
、
国
立
の
水
産
研
究

・
教

育
機
構
が
山
田
水
産
と
い
う
企
業
と
共
同
で
研

究
開
発
し
、
最
大
の
課
題
で
あ

っ
た
稚
魚
の
エ

サ
の
問
題
を
解
決
し
、
完
全
養
殖
に
成
功
し
た
。

し
か
し
現
状
で
は
魚
卵
か
ら
稚
魚
ま
で
生
存
す

る
の
は
五
％
程
度
で
あ
る
う
え
、
成
長
期
間
が

天
然
の
状
態
の
二
倍
も
か
か
り
、
商
品
と
な
る

ま
で
に
は
時
間
が
必
要
で
あ
る
が
、
難
関
は
突

破
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
魚
食
民
族
を
支
援
す
る
努
力
が

進
行
し
て
い
る
一
方
、
魚
離
れ
と
い
う
残
念
な

現
実
が
あ
る
。
日
本
の
魚
摂
取
量
は
戦
後
の
一

人
一
日
四

0
グ
ラ
ム
か
ら
一
九
九

0
年
代
に
は

1
0
0グ
ラ
ム
を
突
破
し
た
が
、

二
0
0
0年

頃
か
ら
減
少
し
は
じ
め
、
最
近
で
は
七

0
グ
ラ

ム
で
し
か
な
い
。

一
方
、
終
戦
直
後
に
は

一
人

一
日
ニ
グ
ラ
ム
程
度
で
あ

っ
た
肉
類
の
消
費
が

年
毎
に
増
加
し
、
最
近
で
は
九

0
グ
ラ
ム
を
突

破
し
て
魚
介
を
逆
転
し
て
い
る

（図
5
)。

九
月
の
国
際
連
合
の
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
に

参
加
し
た
小
泉
環
境
大
臣
が
牛
肉
を
好
物
だ
と

発
言
し
て
問
題
と
さ
れ
た
が
、
畜
産
は
環
境
へ

の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
で
疑
問
と
す
る
意
見
が
増

加
し
て
い
る
。
魚
介
の
蓑
殖
も
海
洋
を
汚
染
す

る
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
畜
産
よ
り
も
軽
微

で
あ
る
。
個
人
の
嗜
好
を
強
制
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
魚
食
の
健
康
や
環
境
へ
の
利
点
を

考
慮
し
て
魚
食
民
族
の
復
活
を
目
指
す
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。

図5日本人の魚食と肉食の推移 (g/日）
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